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伊良原学園伊良原学園

新型コロナウイルス感染症の対策を
行いながら　青空のもと
元気いっぱいに　汗を流していました

新型コロナウイルス感染症の対策を
行いながら　青空のもと
元気いっぱいに　汗を流していました

スポーツフェスタ
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委
　
員
　
会
　
審
　
査
　
報
　
告

9
月
定
例
会
で
総
務
産
業
・
文
教
厚
生
・
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

主
な
議
案
の
審
査
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

QＡ

み
や
こ
町
議
会
議
員
及
び
み
や
こ
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
２
年
法
律
第
45
号
）
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
み
や
こ
町
議
会
議
員
及
び
み

や
こ
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

営
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

伊
良
原
ダ
ム
周
辺
地
域
振
興
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

伊
良
原
ダ
ム
周
辺
地
域
整
備
事
業
が
終

了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
伊
良
原
ダ
ム
周
辺

地
域
振
興
基
金
を
精
算
し
た
こ
と
か
ら
、

伊
良
原
ダ
ム
周
辺
地
域
振
興
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
。

　

総
事
業
費
約
33
億
９
千
万
円
で
事
業
を

行
な
っ
て
き
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
ユ
ー
タ
ウ
ン
犀
川
改
修
工
事
） 

　

屋
根
・
外
壁
・
ト
イ
レ
な
ど
の
老
朽
化

に
よ
り
、
改
修
工
事
が
必
要
な
た
め
。

　
　
ユ
ー
タ
ウ
ン
内
の
商
工
会
等
が
退
去

し
た
後
の
活
用
方
法
は
。

　
　

現
在
商
工
会
と
の
賃
貸
借
契
約
が

残
っ
て
お
り
、
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会（
9
月
9
日
）

公職選挙法の一部を改正する
法律の概要 
〇町村議会議員選挙及び町村長選
　挙における選挙公営の拡大
　・選挙運動用自動車の使用
　・選挙運動用ビラの作成
　・選挙運動用ポスターの作成

＜公費負担の限度額＞
町議会議員 約６８万円
町長  約７０万円

〇町村議会議員選挙における供託
　金は１５万円である。

ダム基金の主な事業 

・伊良とぴあ公園 

・森林公園 

・散策路 

・町道開設・改良等  

工事請負契約の概要
・金 額・
８３２１万５千円 

・相手方・
みやこ町犀川花熊９５３番地
中原工務店 

・工 期・
契約の効力の発生の日から令和３
年３月２３日まで 

ユータウン犀川外観

ユータウン犀川構内
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み
や
こ
町
学
校
給
食
費
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
伴
い
、学

校
給
食
費
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
。

　
　
所
得
に
よ
っ
て
免
除
が
あ
る
の
か
。

　
　
所
得
に
よ
っ
て
の
免
除
は
な
い
が
、そ

の
分
に
つ
い
て
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
に
つ

い
て
は
就
学
援
助
費
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　
町
内
の
小
中
学
校
ま
た
は
特
別
支
援

学
校
の
小
学
部
、中
学
部
に
在
籍
す
る
児

童
生
徒
を
３
人
以
上
養
育
し
て
い
る
保
護

者
に
対
し
、３
人
目
以
降
の
学
校
給
食
費

を
補
助
し
て
い
る
が
、徴
収
方
法
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　
　
３
・
４
子
な
ど
が
い
る
世
帯
に
は
、

み
や
こ
町
学
校
給
食
費
補
助
金
交
付
要
綱

に
従
い
申
請
を
し
て
も
ら
い
、該
当
し
た
場

合
は
、毎
月
納
付
し
て
も
ら
っ
た
給
食
費
を

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
る
。

　
　
今
回
の
条
例
案
に
は
教
職
員
や
給
食

セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
こ
と
が
な
い
が
、ど
の

み
や
こ
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令
和
元
年
法
律

第
27
号
）等
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

み
や
こ
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
こ
の
法
律
の
施
行
日
は
。

　
　

令
和
元
年
６
月
７
日
公
布
、令
和
元

年
８
月
１
日
施
行
。

よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　

児
童
生
徒
に
対
す
る
条
例
で
あ
り
、

教
職
員
、給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
つ
い
て

は
今
後
定
め
る
。

　
　
み
や
こ
町
産
の
食
材
を
月
何
回
と
決

め
て
提
供
し
て
い
る
の
か
。

　
　

月
曜
日
か
ら
木
曜
日
の
米
飯
は
、

み
や
こ
町
産
の
米
を
使
っ
て
い
る
。葉
物
野

菜
や
根
菜
類
に
つ
い
て
は
、農
林
業
振
興

課
・Ｊ
Ａ
と
時
期
に
合
わ
せ
て
会
議
を
行
い
、

計
画
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

～ 学校給食費の公会計化とは ～ 
　学校給食費を地方公共団体の会計
に組み入れることを「公会計制度」と言
い、保護者からの学校給食費の徴収・
管理業務を町が行うことになります。 
　教員の業務負担の軽減、保護者の利
便性の向上、徴収・管理業務の効率化
や、公平性の確保などが見込まれます。 

給食

文
教
厚
生
常
任
委
員
会（
9
月
10
日
）
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令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
の
概
要

　

令
和
元
年
度
み
や
こ
町
一
般
会
計
の
決
算
総
額
は
歳
入

１
２
８
億
１
７
６
万
８
千
円
、歳
出
１
２
０
億
３
３
１
１

万
１
千
円
で
あ
り
、差
引
額
は
７
億
６
８
６
５
万
円
の
黒

字
で
す
。こ
の
黒
字
額
に
は
、令
和
元
年
度
中
に
事
業
が
完

成
し
な
か
っ
た
た
め
に
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
に
充

て
る
べ
き
額
１
億
２
９
１
４
万
９
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、そ
の
額
を
控
除
し
た
実
質
黒
字
額
は
６
億
３
９

５
０
万
８
千
円
で
す
。

町の借金（地方債）は
これだけ 
町の預貯金（基金）は
これだけ 

一般会計（令和元年度末現在高） 

110億207万2千円 
133億9548万3千円 

認定

3311万1千円
財政調整基金
減債基金
公共施設整備基金
ふるさと創生基金
社会福祉基金
町営住宅整備基金
合併地域振興基金
ふるさとづくり基金

3,186,654,477
399,571,264

5,479,408,297
279,469,009
279,072,324
571,887,574

1,763,077,218
243,858,591

主な基金（令和元年度末現在高）
（単位：円）

令和元年度主な税・使用料等の徴収状況
（単位：円、％）

税・使用料等 現年度分収入額 徴収率
個人町民税
法人町民税
固定資産税
軽自動車税
保育料
住宅使用料
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料
水道使用料

683,577,808
125,109,800
928,413,730
72,272,160
34,115,330
87,231,900
362,843,814
255,069,360
496,788,920
145,842,110

98.7
99.4
９８.６
97.2
96.8
97.6
95.0
99.2
99.4
92.2

滞納繰越分収入額 徴収率
10,550,283
290,800

17,286,060
1,733,113
820,200

6,120,800
20,033,606
1,440,470
2,910,537
13,189,180

37.1
60.0
19.3
27.4
12.8
12.8
28.3
45.5
34.4
46.3

令和元年度不納欠損額
（単位：件、円）

税・保険料等 件　数 不納欠損額
個人町民税
法人町民税
固定資産税
軽自動車税
保育料
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料
住宅新築資金等貸付金

74
０

534
72
0

461
28
67
37

617,778
０

4,435,306
383,600

０
1,993,234
309,410
346,715

5,766,776
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120億令和元年度
　一般会計決算歳出総額

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
９
月
９
日
、10
日
に
開
催
し
、付
託
さ
れ
た
令
和
元
年

度
一
般
会
計
他
９
特
別
会
計
の
決
算
審
査
及
び
、令
和
２
年
度
補
正
予
算
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
の
で
主
な
審
査
内
容
等
を
報
告
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

　
　

令
和
元
年
度
は
収
入
が
落
ち
込

ん
で
い
る
が
、原
因
を
把
握
し
て
い
る

か
。

　
　

制
度
が
変
わ
り
３
つ
の
新
し
い
基

準（
募
集
適
正
実
施
・
返
礼
割
合
３
割

以
下
・
地
場
産
品
）が
示
さ
れ
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
る
。

福
祉
施
設
管
理
費

　
　
い
こ
い
の
里
の
会
議
室
外
側
の
水

は
け
が
悪
い
。根
本
的
に
改
修
し
た
方

が
い
い
の
で
は
。

　
　

調
査
し
改
修
し
て
い
く
。

健
康
相
談
事
業

　
　

産
業
祭
が
中
止
に
な
っ
た
が
、健

康
相
談
の
実
施
を
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

参
加
者
の
方
が
望
ん
で
い
た
の
は

血
管
年
齢
、骨
密
度
の
測
定
だ
っ
た
。今

後
、公
民
館
等
に
出
向
い
て
実
施
し
て

い
き
た
い
。

不
法
投
棄

　
　

豊
津
と
行
橋
市
の
境
の
行
橋
側

に
、み
や
こ
町
の
袋
に
入
れ
て
捨
て
て

い
る
。行
橋
市
と
協
力
し
て
対
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

そ
の
件
は
行
橋
市
と
協
力
し
て

対
処
し
た
。今
後
も
互
い
に
協
力
し
て

い
く
。

博
物
館
の
来
館
者

　
　

最
近
５
年
間
、来
館
者
が
増
え
て

い
な
い
。Ｐ
Ｒ
が
大
事
と
思
う
が
。

　
　

以
前
昆
虫
展
を
実
施
し
、多
く
の

来
館
者
が
あ
っ
た
。今
後
も
趣
向
を
凝

ら
し
て
一
般
の
方
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

森
林
経
営
管
理
意
向
調
査

　
　
調
査
の
対
象
戸
数
は
。

　
　

戸
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、対

象
地
区
は
上
高
屋
、下
伊
良
原
地
区
。

　
　
戸
数
は
把
握
で
き
な
い
か
。

　
　

今
後
森
林
簿
等
で
把
握
実
施
す

る
。

　
　
調
査
の
具
体
的
な
目
的
は
。

　
　

森
林
所
有
者
が
管
理
で
き
な
い

と
こ
ろ
を
町
が
請
け
負
う
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、そ
の
前
段
の
調
査
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
質
疑

内
容

犀
川
小
学
校
の
備
品

　
　

机
や
椅
子
は
新
し
く
買
っ
た
の
か
。

　
　

職
員
、児
童
の
机
、椅
子
は
新
し

く
購
入
し
た
。キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど
の

備
品
は
旧
小
学
校
の
も
の
を
使
用
し
て

い
る
。

公
共
交
通
事
業
応
援
給
付
金

　
　

関
係
市
町
村
の
給
付
金
の
総
額

は
。

　
　

平
成
筑
豊
鉄
道
が
関
係
９
自
治

体
で
１
億
３
３
０
０
万
円
。太
陽
交
通

が
関
係
５
自
治
体
で
約
７
４
０
万
円
。

財政状況

・財 政 力 指 数・ 
・経常収支比率・
・実質公債費比率・ 

財政力を示す指数で１に近くなるほど財政に余裕があるとされる。なお、１を超えると国から地方交付税が交付されない「不交付団体」となる。

財政構造の弾力性を判断する指標で７０％から７５％が健全といわれている。

公債費の大きさを財政規模に対する割合で表したもの。２５％を超えると危険領域といわれている。

区分 標準財政規模 財政力指数 経常収支比率 経常一般財源比率 実質公債費率 
（単位：千円、％）

令和元年度

平成30年度  

6,594,954

6,636,994

0.37

0.37

87.9

86.8

100.6

100.9

4.6

3.8
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議案名

議員名
議決結果

柿
野
　
正
喜

中
山
　
茂
樹

小
田
　
勝
彦

中
尾
　
昌
廣

浦
山
　
公
明

大
束
　
英
壽

柿
野
　
義
直

原
田
　
和
美

飯
本
　
秀
夫

内
田
　
直
志

上
田
　
重
光

熊
谷
み
え
子

肥
喜
里
雄
二

令和２年第３回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
令和2年第3回定例会を9月2日から9月15日までの14日間にわたり開催しましたので、その議決結果について報告します。
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

承認

適任

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

●

●

○

○

○

○

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

除

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

専決処分の承認を求めることについて
（みやこ町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について）
（みやこ町介護保険条例の一部を改正する条例
の制定について）
（みやこ町後期高齢者医療に関する条例の一部
を改正する条例の制定について）
（令和２年度みやこ町一般会計補正予算（第５
号））

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて
（原田　正文氏を推薦）

みやこ町議会議員及びみやこ町長の選挙におけ
る選挙運動の公営に関する条例の制定について

みやこ町学校給食費条例の制定について

みやこ町災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

伊良原ダム周辺地域振興基金条例を廃止する条
例の制定について

工事請負契約の締結について（ユータウン犀川
改修工事）

令和２年度みやこ町一般会計補正予算（第６号）

令和２年度みやこ町介護保険事業特別会計補正予
算（第２号）

令和元年度みやこ町一般会計歳入歳出決算の認定
について

令和元年度みやこ町国民健康保険事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

令和元年度みやこ町後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算の認定について

令和元年度みやこ町介護保険事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

令和元年度みやこ町住宅新築資金等事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

令和元年度みやこ町土地取得特別会計歳入歳出
決算の認定について

令和元年度みやこ町犀川財産区管理会特別会計
歳入歳出決算の認定について
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で
も
な
く
今
何
を
優
先
す
べ
き
か
。こ
の

我
田
引
水
な
条
例
案
の
再
考
を
求
め
る
。

反
対
討
論
　
12
番
　
熊
谷
み
え
子
議
員

　

公
共
施
設
の
統
廃
合
、特
に
公
立
学

校
の
は
た
す
役
割
、地
域
振
興
と
一
体
に

な
っ
た
検
討
な
ど
、公
共
施
設
再
配
置
計

画
の
見
直
し
を
求
め
て
き
た
。

　

犀
川
小
学
校
解
体
事
業
費
、豊
津
支

所
解
体
費
な
ど
の
公
共
施
設
統
廃
合
に

伴
う
解
体
費
の
負
担
増
が
町
財
政
を
圧

迫
し
、今
後
基
金
を
施
設
の
解
体
費
に
費

や
す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
危
惧
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。図
書
館
再
編
を
や
め
る
こ
と
。

反
対
討
論
　
12
番
　
熊
谷
み
え
子
議
員

　

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
保
険
税
は

構
造
的
問
題
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。国
保

の
運
営
が
市
町
村
か
ら
県
に
移
行
し
た

認
定
第
１
号　

令
和
元
年
度

み
や
こ
町
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

こ
と
に
伴
い
今
後
も
保
険
税
の
値
上
げ

を
抑
制
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力
を

求
め
る
。低
所
得
者
に
負
担
が
増
え
な
い

よ
う
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。当
初
、で
き

た
と
き
と
異
な
り
、低
所
得
者
が
加
入
し

て
い
る
も
と
で
社
会
保
障
の
理
念
か
ら

国
が
責
任
を
持
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

国
保
制
度
は
、皆
保
険
制
度
の
最
後
の

砦
で
あ
る
。国
民
皆
保
険
の
立
場
か
ら
、

医
療
機
関
窓
口
で
全
額
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い「
資
格
者
証
」の
発
行
を
中

止
す
る
こ
と
。保
険
証
を
持
た
ず
必
要
な

医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、

手
遅
れ
に
な
ら
な
い
様
に
対
応
を
求
め
る
。

議  

案  

に  

対  

す  

る  

討  

論

反
対
討
論
　
３
番
　
柿
野
正
喜
議
員

　

地
域
に
よ
っ
て
は
立
候
補
者
が
定
数

に
及
ば
ず
苦
慮
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

そ
の
解
決
策
と
し
て
被
選
挙
権
が
あ
れ

ば
誰
で
も
立
候
補
が
可
能
と
な
る
環
境

整
備
を
図
り
立
候
補
者
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
も
の
。み
や
こ
町
に
お
い
て
は
定

数
割
れ
の
状
況
に
な
く
、経
費
削
減
を
理

由
に
定
数
削
減
を
し
て
お
り
矛
盾
を
し

て
い
る
。こ
の
制
度
の
導
入
は
み
や
こ
町

に
は
そ
ぐ
わ
ず
、時
期
尚
早
。当
町
に
お

い
て
十
分
な
調
査
研
究
が
さ
れ
た
結
果

な
の
か
性
急
す
ぎ
る
。仮
に
可
決
の
場
合
、

町
長
及
び
議
員
の
給
与
を
１
万
４
千
円

程
度
引
き
上
げ
る
、と
も
と
ら
え
ら
れ
る
。

ま
た
、現
職
議
員
で
諸
費
が
負
担
に
な
り

立
候
補
を
断
念
す
る
議
員
は
皆
無
で
は

な
い
か
。ま
し
て
や
、コ
ロ
ナ
禍
で
町
民
が

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
現
下
、私
が
言
う
ま

議
案
第
67
号 

み
や
こ
町
議
会

議
員
及
び
み
や
こ
町
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

営
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議案名

議員名
議決結果

柿
野
　
正
喜

中
山
　
茂
樹

小
田
　
勝
彦

中
尾
　
昌
廣

浦
山
　
公
明

大
束
　
英
壽

柿
野
　
義
直

原
田
　
和
美

飯
本
　
秀
夫

内
田
　
直
志

上
田
　
重
光

熊
谷
み
え
子

肥
喜
里
雄
二

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、除は除斥（地方自治法第１１７条の規定）。

令和元年度みやこ町城井財産区管理会特別会計
歳入歳出決算の認定について
令和元年度みやこ町水道事業特別会計決算の認
定について
令和元年度みやこ町下水道事業特別会計決算の
認定について
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財
政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求め
る意見書（案）について

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

認定

認定

認定

可決

○

●

●

○

欠

欠

欠

欠

認
定
第
２
号 

令
和
元
年
度
み

や
こ
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
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件　　　　　名月　日

6月から9月までの議会及び議長の
活動を報告します。活動報告

６月11日(木)

６月17日(水)

６月18日(木)

６月25日(木)

６月26日(金)

７月１日(水)

７月22日(水)

７月27日(月)

８月３日(月)

８月４日(火)

８月７日(金)

８月27日(木)

９月27日(日)

９月28日(月)

９月29日(火)

京都行橋保護司会要望

文教厚生常任委員会

みやこ町社会福祉協議会 第１回理事会 

犀川平成筑豊鉄道を育てる会 定期総会の書面開催 

監査委員からの令和２年６月期出納検査結果報告書 

行橋・京都成年後見センター開所式

令和２年度別府・耶馬渓・行橋ルート国道整備促進期
成会通常総会の書面開催

監査委員からの令和２年７月期出納検査結果報告書

全員協議会

令和２年度在日米軍再編に係る訓練移転先６基地関係
市町村議会連絡協議会総会の書面開催
2020 年度北九州地方・家庭裁判所本庁昇格期成会総会
の書面開催

監査委員からの令和２年８月期出納検査結果報告書

新嘗祭献穀 抜穂祭

新年あいさつ会実行委員会

監査委員からの令和２年９月期出納検査結果報告書

7/1 行橋・京都成年後見センタ ー開所式

9/27 新嘗祭

新型コロナウイルス感染症関連の専決処分

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 150,317千円 

みやこ町新しい生活様式対応店舗等支援金事業
令和２年５月に国が示した「新しい生活様式」に対応するため、新型コロナウイルス感染症予
防を目的に、事業者が感染予防の取り組みに要した費用の一部または全部を補助金として交付 

１事業所当たり 最高３０万円（１回限り）

申請期限
令和3年2月26日
消印有効 

・令和２年度みやこ町一般会計補正予算（第５号）

・みやこ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
・みやこ町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
・みやこ町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について

新型コロナウイルス感染症の影響により、収入の減少などの理由で、国民健康保険
税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付が困難となった人は、申請により保険
料などの減額や免除が受けられる場合があります。 



柿　野　義　直
議　員

Ａ Q

Ａ Q

Ａ Q

Ａ

Ａ

QQ

Q
集
会
所
の
改
修
の
要
望
が
３
件
出
て
お
り
、

九
州
防
衛
局
に
進
達
し
て
い
る

築
城
基
地
周
辺
地
区
住
民
の

要
望
は
解
決
に
む
け

進
ん
で
い
る
か

A
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みやこ町元気な未来づくり商品券

　
　

太
陽
光
発
電
設
置
は
進
ん

で
い
る
か
。

　
　

実
施
し
て
い
る
自
治
体
に

問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
今
後
、

費
用
対
効
果
も
含
め
、
ど
ん
な

方
法
が
最
善
な
の
か
検
討
し
て

い
く
。

　
　

騒
音
対
策
先
進
自
治
体
へ

の
問
い
合
わ
せ
は
ど
う
か
。

　
　

太
陽
光
発
電
に
関
し
て
は
、

築
上
町
、
新
富
町
（
宮
崎
県
）、

行
橋
市
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
活
を
支
え
る

　
　

生
活
や
事
業
資
金
に
困
っ

て
い
る
方
へ
の
支
援
策
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　
　

資
金
繰
り
支
援
策
と
し
て
、

中
で
も
中
小
企
業
信
用
保
険
法

に
基
づ
く
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
は
市
町
村
長
が
行
う
も
の

で
、現
在
ま
で
１
１
１
件
で
あ
る
。

事
業
継
続
支
援
給
付
金
と
し
て

国
の
持
続
化
給
付
金
（
前
年
同

月
比
50
％
以
上
減
収
、
企
業
２

０
０
万
円
、
個
人
１
０
０
万
円
）、

福
岡
県
か
ら
は
持
続
化
緊
急
支

援
金
（
30
％
以
上
〜
50
％
減
収
、

企
業
50
万
円
、
個
人
25
万
円
）

は
７
月
末
終
了
し
た
。

　

み
や
こ
町
で
は
「
が
ん
ば
る

事
業
者
応
援
金
」（
15
％
〜
30
％

減
収
、
20
万
円
）
を
支
給
し
た
。

８
月
以
降
、
県
の
支
給
が
終
了

し
た
た
め
給
付
要
件
を
県
の
補

助
対
象
ま
で
拡
大
し
上
限
も
40

万
円
に
引
き
上
げ
て
行
っ
て
い

る
。

　

こ
の
ほ
か
町
独
自
に
は
「
み

や
こ
町
元
気
な
未
来
づ
く
り
商

品
券
」（
全
町
民
に
１
万
円
）
を

出
し
、「
新
し
い
生
活
様
式
対
応

店
舗
等
支
援
金
」
を
支
給
し
た
。

国
の
子
育
て
臨
時
特
別
給
付
金

１
万
円
（
３
月
）、
町
独
自
で
は

「
み
や
こ
町
子
育
て
応
援
臨
時
給

付
金
」
２
万
円(

平
成
17
年
４

月
か
ら
令
和
２
年
６
月
１
日
に

生
ま
れ
た
も
の)

を
行
っ
た
。

　

新
た
な
就
学
援
助
制
度
を
設

け
て
減
収
世
帯
に
８
月
25
日
か

ら
就
学
援
助
費
を
支
給
し
て
い

る
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ

て
い
る
緊
急
小
口
資
金
等
は
毎

年
５
、
６
件
と
聞
く
。
貸
付
金

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

失
業
等
に
よ
り
生
活
に
お

困
り
の
方
に
対
し
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て

貸
付
を
行
っ
て
い
る
。
８
月
末

時
点
で
は
緊
急
小
口
資
金
（
20

万
円
）
86
件
、
総
合
支
援
資
金

（
20
万
円
を
３
カ
月
計
60
万
円
）

47
件
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
現
場
は
厳
し

い
、
至
急
に
手
を
打
つ
べ
き
だ

　
　

学
校
は
遅
く
ま
で
明
か
り

が
つ
い
て
い
る
。
休
校
の
遅
れ

を
取
り
戻
す
た
め
や
、
教
室
の

消
毒
な
ど
で
過
酷
な
状
況
に
あ

る
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ア
ン

ケ
ー
ト
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。

町
は
ど
ん
な
対
策
を
し
て
い
る

か
。

　
　
（
教
育
長
）
学
校
行
事
の
規

模
縮
小
、
夏
休
み
の
短
縮
、
教

育
課
程
の
再
編
成
、
町
雇
用
教

員
の
活
用
で
年
度
内
に
終
了
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

教
員
の
授
業
後
の
清
掃
・
消

毒
を
外
部
に
委
託
す
る
経
費
と
、

遅
れ
を
補
う
た
め
の
講
師
を
雇

用
す
る
経
費
を
こ
の
議
会
に
出

し
て
い
る
。



みやこ町議会だより　第63号　10

中　山　茂　樹
議　員

QＡ

Q ＡＡ

Q 自然災害と荒廃農地、
荒廃森林について

A 国土の保全、水源の確保に努める

Q

犀川大坂・大村地域の開発中の太陽光発電

　
　
み
や
こ
町
は
、
高
齢
化
に

よ
り
山
間
地
の
農
地
や
森
林
は

荒
廃
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
ひ

と
た
び
大
雨
や
台
風
に
な
る
と
、

荒
廃
農
地
は
池
の
よ
う
に
な
り
、

水
が
一
気
に
用
水
路
に
流
れ
込

み
水
害
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
荒
廃
森
林
は
、
倒
木
が

多
く
、
山
の
手
入
れ
が
ほ
と
ん

ど
さ
れ
て
い
な
い
。木
が
密
集
し
、

生
育
が
悪
く
森
林
が
荒
廃
す
る

こ
と
に
よ
り
、
治
山
治
水
能
力

が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
。
対

策
を
問
う
。

　
　
荒
廃
農
地
、
荒
廃
森
林
の

保
全
維
持
の
た
め
に
、
農
地
は

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
、

多
面
的
機
能
支
払
金
な
ど
を
活

用
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
農
地
、

農
業
用
施
設
の
保
全
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
個
人
で
の
耕
作
が
困
難
な
農

地
に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管

理
事
業
な
ど
を
利
用
し
地
元
営

農
組
織
等
へ
耕
作
権
の
設
置
を

行
い
、
農
地
が
荒
廃
し
な
い
よ

う
維
持
管
理
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
森
林
に
関
し
て
は
、

荒
廃
森
林
再
生
事
業
に
よ
り
10

年
以
上
管
理
が
で
き
て
い
な
い

山
林
に
つ
い
て
、
間
伐
等
の
整

備
を
進
め
、
国
土
の
保
全
、
水

源
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

農
業
用
水
路
補
助
金
の
見
直
し

　
　
農
業
用
水
路
の
改
修
工
事

な
ど
は
地
元
負
担
金
が
生
じ
る
。

　
今
の
農
家
の
大
半
は
、
農
業

を
委
託
し
て
い
る
た
め
に
、
農

業
所
得
は
減
少
し
て
い
る
。
農

業
以
外
の
収
入
と
い
え
ば
年
金

の
み
で
あ
る
。
高
齢
者
に
と
っ

て
は
負
担
金
を
出
す
こ
と
は
非

常
に
困
難
で
あ
る
。
何
と
か
な

ら
な
い
か
と
い
う
意
見
を
よ
く

聞
く
。

　
　
み
や
こ
町
小
規
模
農
林
業

用
施
設
等
整
備
事
業
補
助
金
は

多
く
の
行
政
区
よ
り
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
予
算
以
上
の
申
請

が
あ
る
た
め
、
各
区
と
協
議
し

順
番
を
決
め
て
い
る
。

　
農
道
や
井
堰
な
ど
の
農
業
施

設
の
改
修
に
は
多
大
な
費
用
が

か
か
る
た
め
町
単
独
事
業
で
は

工
事
実
施
が
困
難
な
た
め
、
県

の
補
助
金
を
活
用
し
行
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
、
受
益
関
係

者
の
応
分
の
負
担
が
生
じ
る
。

今
後
、
関
係
部
局
と
協
議
し
、

改
善
で
き
る
か
検
討
す
る
。

大
規
模
山
林
開
発

　
　
大
規
模
山
林
開
発
に
よ
り
、

大
雨
に
な
る
と
赤
土
や
、
砂
が

川
に
流
れ
込
み
、
水
害
を
発
生

さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
何
ら
か
の
対
策
を
し

て
い
る
か
。

　
　
大
規
模
な
森
林
開
発
を
行

う
に
は
、
福
岡
県
の
許
可
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。
県
が
許
可

す
る
際
に
は
、
町
に
も
意
見
を

求
め
ら
れ
る
の
で
そ
の
際
に
河

川
や
道
路
へ
の
土
砂
流
出
の
防

止
策
、
調
整
池
の
設
置
な
ど
、

十
分
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
今

後
も
意
見
し
て
い
く
。

　
河
川
に
堆
積
し
た
土
砂
の
除

去
に
関
し
て
は
、
毎
年
県
に
対

し
河
川
浚
渫
要
望
を
し
て
い
る
。



11　 みやこ町議会だより　第63号

柿 野　正 喜
議　員

Q

QQ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Q
今
年
度
末
で
廃
止
す
る

久
保
地
区
学
習
等
供
用
施
設
等
の

利
用
者
へ
の
対
応

A
早
期
に
説
明
会
を
実
施
予
定

Q

　
　
学
習
等
供
用
施
設
等
、
今

年
度
で
廃
止
予
定
の
施
設
利
用

者
に
類
似
施
設
へ
の
移
動
調
整

は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

久
保
地
区
学
習
等
供
用
施

設
、
犀
川
図
書
館
、
勝
山
図
書

館
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
久
保
地
区
学
習
等
供
用
施

設
は
そ
の
機
能
を
サ
ン
・
グ
レ
ー

ト
み
や
こ
に
集
約
す
る
計
画
を

町
民
へ
示
し
て
い
る
。
早
期
に

定
期
的
利
用
者
に
対
し
て
、
こ

の
計
画
の
説
明
を
行
い
サ
ン
・

グ
レ
ー
ト
み
や
こ
や
、
他
の
類

似
施
設
へ
の
利
用
を
促
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
勝
山
図
書
館
の
利
用
状
況

を
見
れ
ば
当
分
の
間
、
勝
山
図

書
館
を
存
続
で
き
な
い
か
。

　
　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の

答
申
で
は
、
３
館
を
一
つ
に
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
小
さ
い

な
が
ら
も
維
持
す
る
の
か
検
討

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

特
別
定
額
給
付
金
10
万
円
の
給

付
実
績
に
つ
い
て

　
　
４
月
27
日
を
基
準
日
と
し

た
住
民
登
録
者
全
員
に
、
８
月

11
日
ま
で
３
か
月
を
給
付
期
間

と
し
て
実
施
し
た
が
、
全
員
へ

の
給
付
が
望
ま
し
い
と
思
っ
て

い
る
。
み
や
こ
町
特
別
定
額
給

付
金
の
実
績
を
伺
う
。

　
　

５
月
12
日
か
ら
申
請
の
受

付
を
実
施
し
、
給
付
対
象
者
は

１
９
３
４
９
人
で
１
９
３
１
７
人

に
給
付
し
、
未
給
付
者
は
32
人

で
あ
っ
た
。

　
　
あ
て
先
不
明
３
人
に
つ
い

て
は
住
民
登
録
地
に
郵
送
し
た

が
届
い
て
い
な
い
。
そ
の
原
因

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
住
民
基

本
台
帳
法
第
34
条
に
よ
る
実
態

調
査
を
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
３

人
の
か
た
に
も
給
付
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
。
実
態
調
査
は

最
近
い
つ
ご
ろ
し
た
の
か
。

　
　

資
料
を
持
っ
て
い
な
い
の

で
わ
か
ら
な
い
。
後
で
回
答
を

す
る
。

図書館の利用状況（令和元年度）

貸出冊数

84,547

28,585

52,416

貸出人数

21,616

7,513

12,963

中央館

犀川館

勝山館

特別定額給付金（10万円）の給付実績

対象者

19,349 人

未申請者

25 人

給付者数

19,317 人

給付の辞退者

4人

給付率

99.80%

あて先不明

３人

未給付者数

32 人

未給付者の内訳

（調査）

第３４条　市町村長は、定期に、第７条及び第３０条の４５の規定により記載をすべきものとさ

れる事項について調査をするものとする。

２　市町村長は、前項に定める場合のほか、必要があると認めるときは、いつでも第７条及び第

３０条の４５の規定により記載をすべきものとされる事項について調査をすることができる。

住民基本台帳法



みやこ町議会だより　第63号　12

原 田　和 美
議　員

Q

Q

Q

Q

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Q 公共工事の指名方法について
ランク制で指名しているのか

A １千万円以上の工事については
一般指名競争入札

　
　
公
共
工
事
の
指
名
方
法
に

つ
い
て
。

　
　

一
般
競
争
入
札
、
指
名
競

争
入
札
、
公
募
指
名
入
札
、
随

意
契
約
の
違
い
は
、
一
般
競
争

入
札
は
工
事
概
要
、
入
札
参
加

資
格
・
条
件
な
ど
を
報
告
し
参

加
者
を
公
募
す
る
。
指
名
競
争

入
札
は
、
工
事
業
種
、
実
績
、

地
域
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら

業
者
の
指
名
を
行
い
入
札
の
結

果
、
最
低
価
格
業
者
を
落
札
者

と
す
る
契
約
で
あ
る
。
公
募
指

名
入
札
は
、
発
注
者
が
出
し
た

条
件
に
対
し
業
者
側
が
応
募
し
、

条
件
を
満
た
し
て
い
る
業
者
を

指
名
し
て
入
札
を
行
い
、
最
低

価
格
業
者
を
落
札
者
と
す
る
契

約
で
あ
る
。

　

随
意
契
約
は
一
般
競
争
入
札
、

指
名
競
争
入
札
に
よ
ら
ず
契
約

す
る
方
法
。
た
だ
し
随
意
契
約

が
で
き
る
の
は
、
地
方
自
治
法

施
行
令
第
１
６
７
条
の
２
第
１

項
の
１
号
か
ら
９
号
に
該
当
す

る
場
合
に
限
ら
れ
る
。

　
　
一
般
指
名
競
争
入
札
は
最

低
価
格
で
は
な
い
。
行
政
の
良

い
業
者
に
落
札
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
　

み
や
こ
町
の
一
般
指
名
競

争
入
札
は
、
工
事
金
額
が
１
千

万
円
以
上
の
工
事
で
、Ａ
・
Ｂ
の

ラ
ン
ク
の
業
者
が
対
象
。
指
名

競
争
入
札
は
１
３
０
万
円
以
上

１
千
万
円
未
満
の
工
事
で
、
工

事
個
所
を
中
心
に
、
そ
の
近
隣

の
業
者
を
指
名
し
て
い
る
。Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
の
ラ
ン
ク
の
業
者
が
工
事

個
所
の
近
く
に
あ
れ
ば
指
名
を

す
る
。
１
千
万
円
以
上
の
工
事

に
つ
い
て
は
、Ａ
ラ
ン
ク
、Ｂ
ラ

ン
ク
で
指
名
を
し
て
い
る
。Ｃ
ラ

ン
ク
、Ｄ
ラ
ン
ク
等
に
つ
い
て
は

地
域
性
を
考
え
て
行
っ
て
い
る
。

（
意
見
）　

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
ラ
ン
ク
制

を
き
ち
ん
と
守
っ
て
や
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
　
荒
谷
団
地
解
体
工
事
は
、

自
分
が
工
事
の
発
注
を
遅
ら
せ

た
の
か
。
土
木
組
合
の
中
で
評

判
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
責
任

は
取
っ
て
く
れ
ま
す
か
。

　
　

荒
谷
団
地
の
件
は
、
行
政

が
遅
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

公
職
選
挙
法
に
つ
い
て

　
　
公
職
選
挙
法
第
１
４
３
条

第
３
、
４
項
を
問
う
。

　
　

公
営
掲
示
場
以
外
に
は
掲

示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
口

頭
等
に
よ
る
措
置
を
適
切
に
講

じ
て
い
る
。

公職選挙法（抜粋）

第１４３条

３、　衆議院議員、参議院議員又は都道府県知事の選挙については、
第１項第４号の３の個人演説会告知用ポスター及び同項第５号
の規定により選挙運動のために使用するポスターは、第１４４
条の２第１項の規定により設置されたポスターの掲示場ごとに
公職の候補者一人につきそれぞれ一枚を限り掲示するほかは、
掲示することができない。

４、　第１４４条の２第８項の規定によりポスターの掲示場を設ける
こととした都道府県の議会の議員並びに市町村の議会の議員及
び長の選挙については、第１項第５号の規定により選挙運動の
ために使用するポスターは、同条第８項の規定により設置され
たポスターの掲示場ごとに公職の候補者一人につきそれぞれ一
枚を限り掲示するほかは、掲示することができない。

（文書図画の掲示）



13　 みやこ町議会だより　第63号

中 尾　昌 廣
議　員

Q

Q

Ａ

ＡQＡQ

Ａ

Q
太
陽
光
発
電
開
発
に
対
し
、

町
条
例
の
制
定
を

A
で
き
れ
ば
し
て
い
き
た
い

犀川大坂から見た開発中の太陽光発電予定地

　
　
犀
川
地
区
の
大
坂
・
大
村
・

松
坂
地
区
に
大
規
模
な
開
発
が

さ
れ
て
い
る
。
環
境
問
題
に
あ

わ
せ
た
こ
の
事
業
が
、
逆
に
地

域
の
環
境
が
損
な
わ
れ
て
い
る

と
感
じ
る
。
開
発
に
よ
り
土
砂

崩
れ
が
起
こ
り
、
地
域
の
田
に

泥
水
が
入
っ
た
り
、
鹿
・
イ
ノ

シ
シ
の
す
み
か
等
に
な
っ
た
り

全
国
で
も
大
き
な
問
題
が
起

こ
っ
て
い
る
。
先
般
の
大
雨
で
、

田
に
赤
水
・
泥
水
が
入
っ
た
と

苦
情
が
出
て
い
る
。
大
村
・
大

坂
は
も
と
よ
り
松
坂
・
谷
口
・

木
山
・
生
立
ま
で
及
ぶ
。
少
し

前
か
ら
大
災
害
が
起
こ
り
え
る

状
況
に
あ
る
が
、
町
と
し
て
開

発
業
者
と
の
対
応
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

　
　
地
元
住
民
か
ら
苦
情
が
あ

り
、
林
地
開
発
は
県
の
認
可
に

よ
り
業
者
が
工
事
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
県
職
員
と
開
発
業

者
に
現
地
を
確
認
し
て
も
ら
い

早
急
に
対
応
し
た
。
赤
土
が
蓄

積
し
た
分
に
つ
い
て
は
、
原
因

者
に
対
し
、
早
急
に
河
川
の
浚

渫
等
の
対
応
を
要
望
し
た
。

　
　
地
元
地
区
に
連
絡
協
議
会

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
町

と
し
て
参
加
し
て
い
る
か
。

　
　
入
っ
て
い
な
い
。

　
　
町
が
し
っ
か
り
関
わ
っ
て

条
例
を
作
り
要
綱
を
組
み
込
み
、

県
と
一
緒
に
許
可
す
る
対
策
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
条
例
等
の
も
の
が
で
き
れ

ば
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

防
災
無
線
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

大
雨
洪
水
警
報
、
土
砂
災
害
警

戒
情
報
、
避
難
勧
告
、
高
温
注

意
情
報
等
か
つ
て
な
い
警
報
が

出
さ
れ
た
。
わ
が
町
は
高
齢
者

が
多
い
こ
と
か
ら
防
災
無
線
に

て
何
度
も
呼
び
掛
け
る
こ
と
が

町
民
へ
の
思
い
や
り
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

　
　
担
当
課
長
と
相
談
し
な
が

ら
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。



みやこ町議会だより　第63号　14

熊 谷 みえ子
議　員

QQ

Q

QQ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Q コロナ対策を問う

A 柔軟かつ臨機応変に取り組みたい

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
な
ど
拡
充
を
す
る
こ
と
。

無
症
状
の
感
染
者
が
お
り
、
医

療
・
介
護
・
保
育
・
学
校
職
員

な
ど
の
定
期
検
査
と
、
希
望
す

る
人
誰
も
が
い
つ
で
も
無
料
で

受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
は

待
っ
た
な
し
で
は
な
い
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
定
期
的
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
考
え
て
い
な
い
。

住
民
の
生
活
を
守
る
立
場
か
ら

納
税
相
談
を

　
　

国
保
税
は
主
た
る
生
計
維

持
者
を
世
帯
主
に
限
定
し
、
対

象
者
が
狭
め
ら
れ
て
い
た
と
聞

く
が
、
保
険
者
が
実
情
に
応
じ

て
判
断
す
る
事
。

　
　

４
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
等
に
係
る
徴
収
猶
予
の
特
例

が
施
行
さ
れ
た
。
納
税
が
困
難

な
方
へ
の
対
応
は
、
納
期
限
の

延
長（
１
年
間
）に
よ
り
無
担
保
・

延
滞
金
な
し
と
す
る
な
ど
の
納

税
緩
和
措
置
を
行
っ
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
で
申

請
手
続
等
を
掲
載
し
広
く
周
知

を
し
た
。

　

10
件
の
徴
収
猶
予
を
行
っ
て

い
る
。
市
町
村
民
税
を
は
じ
め
、

国
保
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
、

納
税
相
談
の
窓
口
対
応
を
し
て

い
る
。

少
人
数
学
級
で
学
び
の
保
障
を

　
　

安
全
・
安
心
の
た
め
に
も

少
人
数
学
級
を
今
こ
そ
実
現
す

べ
き
と
き
。
子
ど
も
の
ケ
ア
と

学
び
の
保
障
、
感
染
対
策
の
た

め
に
も
、
20
人
以
下
学
級
を
検

討
す
る
こ
と
。

　

全
国
知
事
会
な
ど
で
は
、
少

人
数
学
級
を
求
め
る
「
新
し
い

時
代
の
学
び
の
環
境
整
備
に
向

け
た
緊
急
提
言
」
を
出
し
、
文

科
省
で
も
少
人
数
学
級
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
20
人
学
級
の
実

現
に
向
け
て
の
行
動
と
、
教
員

増
実
現
の
た
め
に
取
り
組
む
こ

と
。

　
　
（
教
育
長
）
国
の
配
置
基
準

で
は
小
学
校
１
年
生
の
と
き
児

童
40
人
を
１
学
級
と
し
て
お
り
、

学
級
担
任
教
員
の
不
足
は
生
じ

る
が
、
町
が
教
員
を
雇
用
し
不

足
す
る
教
員
の
補
充
を
行
っ
て

い
る
。
中
学
校
も
町
雇
用
教
員

を
補
充
し
、
教
員
が
増
員
さ
れ

生
徒
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な

対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

学
習
指
導
員
の
配
置
状
況

は
。

　
　
（
教
育
長
）
教
員
の
負
担
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

学
習
の
遅
れ
を
補
う
補
助
員
を

配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

築
城
基
地　

滑
走
路
延
長
事
業

（
仮
称
）
環
境
影
響
評
価
調
査
計

画
の
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

　
　

騒
音
の
状
況
調
査
の
結
果
、

一
部
の
調
査
点
で
環
境
基
準
値

を
超
過
し
て
い
る
。
今
回
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
さ

ら
に
騒
音
が
激
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　

米
軍
の
長
距
離
大
型
輸
送
機

が
飛
来
し
、
さ
ら
に
騒
音
が
激

し
く
な
る
見
込
み
だ
。
と
こ
ろ

が
航
空
機
の
運
航
に
関
し
て
、

今
回
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
お
い

て
は
選
定
し
な
か
っ
た
項
目
扱

い
と
あ
る
。
正
当
な
評
価
が
さ

れ
る
の
か
、
疑
問
だ
。

　

意
見
書
提
出
で
の
住
民
の
意

見
の
把
握
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

参
加
し
た
町
民
の
方
、
地

元
の
基
地
対
策
委
員
会
か
ら
も

意
見
を
拝
聴
し
た
。
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内 田　直 志
議　員

Q

QQ

Ａ

Ａ

Ａ

Q
大
規
模
太
陽
光
発
電
に
関
し
て

窓
口
の
一
本
化
を

A
住
民
課
で
対
応
し
た
い

Ａ QＡ Q

建設中の大規模太陽光発電

林
地
開
発
の
あ
り
方

　
　

犀
川
大
坂
・
大
村
地
区
の

三
カ
所
で
進
め
ら
れ
て
い
る
大

規
模
太
陽
光
発
電
（
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
）
は
全
国
有
数
、
県
下
一

の
規
模
を
誇
る
（
三
カ
所
合
計

約
79
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、
全
国
７
位
。

但
し
、
２
０
１
９
年
８
月
時
点
、

日
経
Ｂ
Ｐ
ラ
ン
キ
ン
グ
参
照
）。

総
合
計
画
で
は
将
来
像
と
し
て

『
人
と
自
然
が
輝
き
つ
づ
け
る
み

や
こ
町
』
と
う
た
っ
て
い
る
が
、

こ
の
夏
を
は
じ
め
、
近
年
の
猛

暑
に
み
ら
れ
る
異
常
気
象
を
考

え
る
と
大
変
重
要
な
方
向
性
で

あ
る
。
一
方
で
、
本
件
含
め
町

内
の
各
所
で
林
地
を
切
り
開
き

太
陽
光
発
電
を
進
め
て
い
る
。

体
制
、
規
制
の
観
点
か
ら
町
の

か
か
わ
り
方
は
。

　
　

林
地
の
開
発
行
為
は
県
が

許
可
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
は
建
築

基
準
法
に
お
け
る
建
築
物
に
該

当
し
な
い
た
め
、
町
の
関
与
は

非
常
に
難
し
い
。

　
　

現
在
、
地
元
の
自
然
対
策

協
議
会
が
企
業
側
と
独
自
に
折

衝
し
て
い
る
が
課
題
、
懸
案
も

多
く
、
長
期
に
わ
た
る
事
業
で

も
あ
る
。
町
の
窓
口
を
一
本
化

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

現
状
、
林
地
開
発
は
農
林

業
振
興
課
、
開
発
行
為
は
都
市

整
備
課
、
太
陽
光
は
住
民
課
と

な
っ
て
い
る
。
一
本
化
と
い
う

こ
と
だ
が
、
苦
情
等
も
現
状
、

住
民
課
と
な
っ
て
い
る
の
で
住

民
課
で
対
応
し
た
い
と
思
う
。

　
　

こ
の
事
業
は
少
な
く
と
も

向
こ
う
20
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
続
く
。
協
議
会
の
皆
さ
ん
も

高
齢
化
が
進
む
。
企
業
側
と
の

約
束
を
誰
が
見
守
っ
て
い
く
の

か
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
対
応
す

る
先
進
自
治
体
は「
係
」や「
室
」

が
対
応
し
て
い
る
。
本
町
で
も

ダ
ム
対
策
室
の
よ
う
に
一
段
上

の
組
織
を
設
け
て
情
報
の
一
元

化
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題
、
長

期
の
対
応
に
備
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

ど
の
よ
う
に
環
境
を
守
っ

て
い
く
の
か
本
当
に
大
事
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
今

後
副
町
長
、
担
当
課
以
下
皆
と

相
談
し
な
が
ら
対
応
を
考
え
て

い
く
。

人
口
減
少
と
住
宅
政
策

　
　

直
近
の
人
口
は

　
　

今
年
７
月
末
現
在

　
　

１
万
９
２
５
９
人
。

　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
よ
る
と
本
町
人
口
の
今
年

度
目
標
は
１
万
９
５
０
０
人

程
度
。
想
定
よ
り
減
少
が
早
い
。

人
口
減
少
幅
を
抑
え
る
た
め
の

住
宅
政
策
（
定
住
促
進
住
宅
助

成
金
制
度
と
農
地
の
宅
地
転
用
）

の
現
状
と
課
題
は
。

　
　

現
在
の
住
宅
助
成
金
制
度

の
対
象
は
町
外
か
ら
の
転
入
の

み
だ
が
、
町
外
へ
の
転
出
を
抑

制
す
る
こ
と
も
定
住
促
進
に
つ

な
が
る
と
の
意
見
も
あ
る
。
現
制

度
新
規
受
付
は
今
年
度
が
最
終

な
の
で
、
こ
れ
ら
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
新
た
な
制
度
を
創
設
し

た
い
。
農
地
の
宅
地
へ
の
転
用

に
つ
い
て
は
、
特
に
優
良
農
地

に
つ
い
て
厳
し
く
制
限
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
。
住

宅
促
進
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
。
今
後
も
県
に
対
し
、

積
極
的
に
要
望
し
て
い
く
。
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特別委員会

委　

員　

長　

熊　

谷　

み
え
子

副　
委　
員　
長　

中　

山　

茂　

樹

委　
　
　

員　

原　

田　

和　

美

　
　

〃　
　
　

柿　

野　

正　

喜

　
　

〃　
　
　

肥
喜
里　

雄　

二

　
　

〃　
　
　

内　

田　

直　

志

発
行
責
任
者　

田　

中　

勝　

馬

編
集
後
記

連
絡
先

黒
田
フ
レ
ン
ド

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

黒
田
フ
レ
ン
ド

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

私
た
ち
は
、「
黒
田
フ
レ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
」
で
す
。

　

現
在
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

児
童
16
名
で
、
木
・
土
・
日
曜
日
に
み
や
こ

町
立
黒
田
小
学
校
や
久
保
小
学
校
で
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て「
野

球
が
楽
し
い
！
野
球
が
好
き
！
」
と
い
う
気

持
ち
を
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

　

た
だ
勝
つ
た
め
だ
け
の
指
導
は
せ
ず
、チ
ー

ム
全
員
が
楽
し
く
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
こ

と
を
第一に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、「
挨

拶
」・「
礼
儀
」・「
感
謝
」
が
出
来
る
よ
う
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
図
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
「
な
に
か
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
！
」
そ
ん
な

か
た
は
、
ぜ
ひ
黒
田
フ
レ
ン
ド
の
仲
間
に
な

り
ま
せ
ん
か
？

　

見
学
は
随
時
受
付
中
で
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

柿
野　

重
文
（
監
督
）

℡
０
９
０

━

４
３
５
９

━

６
９
５
３

　

金
木
犀
の
香
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

過
ご
し
や
す
い
気
候
と
な
り
、
そ
ろ

そ
ろ
冬
支
度
準
備
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
新
し
い
生
活
様
式
と

し
て
、
人
と
の
距
離
を
と
る
、
手
洗

い
励
行
。
マ
ス
ク
の
着
用
も
徹
底
し
て

き
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

９
月
議
会
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め

期
間
を
短
縮
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
と
決
算
審
査
、
議
案
数
は

従
来
通
り
で
す
が
、
今
年
は
敬
老
会
、

産
業
祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て
中
止

と
な
り
日
程
を
集
中
し
て
行
な
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
児
童
の
議
会
傍
聴
等

も
な
く
さ
び
し
い
限
り
で
す
。熊

谷 

み
え
子
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